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研究成果の概要：　愛知県の表浜海岸において，UAV（Phantom4 PRO）による砂浜のモニタリングを行い，さら
に冬季の飛砂が砂浜地形と海浜植生に与える影響について調査を行った．
　その結果，2020年の9月から10月にかけて日本の南側を複数の台風が通過し，台風の高波浪による波の遡上で
砂が押し上げられ波打ち際で顕著な堆積を確認した．
　さらに冬季の調査では西からの強い季節風により多くの飛砂が発生していたが，植生帯にも沿岸方向の砂浜段
面にも大きな地形変化は見られなかった．これは西から流入した土砂と東へと流出する土砂のバランスがうまく
保たれており，調査範囲において飛砂による侵食や堆積はおこっていないことを確認した．

研究分野： 海岸工学

キーワード： 飛砂　海浜植生　UAV
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　愛知県と静岡県に跨る表浜海岸では，天竜川からの土砂の供給が減り砂浜の減少が続いていると言われてい
る．
　研究代表者は，10年程前から今回の調査範囲において，砂浜の地形変化（侵食・堆積状況）や海浜植生の繁茂
状況など継続的にモニタリングを行っている．例年，夏に台風による砂浜の侵食がおこり，冬に飛砂によって砂
が堆積することが確認されており，今回はこの冬季の飛砂が砂浜にどのような影響を与えるのか調査を行った．
　これまでの蓄積された調査結果を元に表浜海岸にあった砂浜の保全対策を検討し，砂浜環境の維持に努めたい
と思う．
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１．研究の目的 

 本研究は，愛知県豊橋市の表浜海岸を対象地として，冬季の強い季節風により発生する飛砂
の自然な動きを活かし，砂の流出を防ぎ．砂の堆積を増加させる効果的な方法を検討すること
で，砂浜の保全対策を行うことを目的としている． 

 

２．研究成果 

（１）砂浜の土砂量の変化 

2020 年 9 月から 12 月までに 4 回，UAV（Phantom4 PRO）による砂浜の計測を行い，取得
した空撮写真を用いて SFM 処理を行い 3 次元モデルを構築した．図-1 は，3 次元モデルの
データを用い，9 月 15 日と 12 月 24 日の地形変化（土砂差分）を示したものである．また，
図-2 は植生帯を除く砂浜面（約 9,000 ㎡）を範囲として土砂量を計算したものである．ど
ちらの図においても砂浜面に砂が大きく堆積してい
ることが確認できる． 

これは台風が影響しているものと思われる．9 月
から 10 月にかけて日本の南側を複数の台風が通過
した．この台風の高波浪による波の遡上で砂が押し
上げられ 1ｍ以上の砂の堆積を確認した．しかし，
標高が 4ｍ以上ある植生帯までには届かず，植生帯
にはほとんど堆積しなかった． 

（２）風況・飛砂量調査 

冬季の砂の動きを調べるため，2020 年 12 月 15 日 

と 2021 年 1 月 8 日に，ウェザーステーション 

（Davis 社製 三杯式風向風速計:WS）を使用し， 

1 分ごとの風向と風速を計測した．図-3 は風況調 

査の結果である．また，木杭を設置し，風下に形 

成される風紋から風向を取得した．WS 付近に三 

角コーンで作成したセディメントトラップを設置 

して 30 分間，飛砂の捕捉を行った．その結果を 

表-1 に示す．調査内の平均風向は西から西北西で 

あった． 

 以上の結果から，海浜植生が繁茂している標高
4～5ｍ付近においては，約 4m/s と風が弱く，飛砂
も少ない．これは海浜植生が多く繁茂している場
所では砂の動きは鈍くなり，砂が停滞しているた
めだと思われる．陸側から海側へ，標高が低くな
るにつれて風速は強くなり，飛砂量も多くなる． 

また，西側から東側へ行くほど，風速は強くなり， 

飛砂量も多くなる．これは西側にある駐車場や標 

高 8ｍの小山が関係しているものと思われる． 

 冬季の調査では西からの強い季節風により，多くの飛砂が発生していたが，植生帯にも沿岸
方向の砂浜断面にも大きな地形変化は見られなかった．これは土砂が西から流入し，東へ流出
するバランスがうまく保たれているためである． 

 今後も調査を継続し，これまでの現況調査の結果から表浜海岸にあった砂浜の保全対策を検
討する． 
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  図-1 地形変化（土砂差分） 

図-2 差面部分の土砂量 

表-1 風速･飛砂量調査の結果 

図-3 調査対象範囲の全景と風況調査結果 
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